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れている，カマボコ (4 g) ならびにピーナッツ (3 g) との比較検討を行った。健常有歯顎者12名を被験者として，






実験班では，実験 I および実験 E に従って，グミゼリーを用いた阻噌機能診査に表れる全部床義歯装着者の特徴を
明らかにするとともに全部床義歯の装着による阻鴫機能の回復程度を知るために，義歯装着者群として臨床的に経





関しては，有歯顎者群(約 8 %)の方がより安定しているものの，義歯装着者群においても約10% と，有歯顎者にほ
ぼ匹敵する値を呈することが明らかとなった。
以上の結果，グミゼリー阻鴫時の岨鴫能率，阻鴫筋活動および下顎運動における特徴が明らかとなり，主に有床義
歯装着者を対象とする，試験用グミゼリーを用いた岨鴫機能診査法が確立された。さらに，本法によって，特に全部
床義歯の装着による岨鴫機能の回復程度を表す指標が得られ，有床義歯による治療効果を判定する上での有用性が示
された。
論文審査の結果の要旨
本研究者は，全部床義歯装着者における岨鴫機能について客観的な評価法を確立することを目的として，まず有床
義歯装着者の阻鴫に適し，物性や形状の規定およびその管理が可能な被験食品として，試験用グミゼリーを考案した。
ついで，岨輔された岐断片の表面から溶出する蛋白質(ゼラチン)量を比色法によって定量し，その細分化された食
品の表面積が推定できる岨鴫能率診査法を開発した。さらに，このグミゼリーを用いた岨鴫能率，岨鴫時の岨鴫筋活
動および下顎運動に表れる特徴について，健常有歯顎者との比較検討を行った結果，全部床義歯装着者における岨鴫
能率と，岨輔筋活動および下顎運動に関する岨鴫リズムの安定性から岨鴫機能の評価を表す指標が得られることを明
らかにし fこO
本研究は，従来用いられている被験食品の問題点の改善を試み，これまで岨鴫機能診査が十分に行えなかった有床
義歯装着者，特に全部床義歯装着者における岨鴫機能の評価を表す指標を与えたものであり，有床義歯による機能回
復の評価を判定する上で有用な業績と認められる。よって，本研究者は博士(歯学)の学位を得る資格があるものと
認める。
